企画提案書
	事業名

	

	区　分
該当する番号に○
	1 申請者
設定
	（申請者が考えたテーマ）


	
	2 県指定
	女性の活躍支援部門

	
	3 県指定
	青少年・若者のボランティア・体験活動実践部門　　


	申
請

者
と

団

体

概

要
	団体名　


	

	
	団体の区分
	
	若者が中心となって活動するグループ又は団体　　
	

	
	
	
	茨城県で活動する女性団体・グループ
	

	
	
	※当てはまる方に○をつけてください。↑

	
	団体の人数
	10代（　　）名、20代（　　）名、30代（　　）名、40代以上（　　）名

	
	
	計（　　　　）名　※うち女性（　　　）名

	
	〒番号

住所
	

	
	代

表

者
	役職
	

	
	
	ふりがな

氏名
	

	連絡先
	担

当

者
	役職名
	

	
	
	ふりがな

氏名
	

	
	通

知

等

送

付

先
	郵便番号
	

	
	
	住所
	

	
	
	電話番号
	＊日中に連絡可能な番号

	
	
	FAX番号
	

	
	
	メールアドレス
	

	※連絡がとれる電話番号，FAX番号，メールアドレスを記載願います。

	添

付

書

類


	１　企画提案書（様式第１号）　
２　計画書（様式第２号）　

３　収支予算書（様式第３号）　

４　誓約書（様式第４号）
５　団体の会員名簿※形式は任意
６　団体の定款・規則・会則等や団体の活動を紹介した資料等は任意で提出
※提出の際に漏れがないか、最後にチェックしてください。


計画書
団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

１　事業名

	


２　事業の目的・対象

	


３　事業の内容、実施期間やスケジュール、実施する地域・場所等

　　（特に独自性などのアピールポイントを記載してください。また、例年実施している継続事業の場合は前年度との相違点や新たな工夫についても、記載してください）

	

	実施する地域・場所（主に活動を行う市町村や施設名等を記入してください）


４　事業の実施により得られる成果

	


＊記入欄が足りない場合は、適宜様式を変更して記載してください。

　収支予算書
	増額支援の希望
	有・なし


　　　　

収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	　区　分
	予算額
	内容

	県助成金
自己負担金
収入

	１００，０００円

	

	合　計
	
	


　＊「区分」には、県助成金、自己負担等を記入すること
支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	積算区分
	予算額
	内容

	
	
	

	総事業費
	
	


　＊「区分」には、別添「助成金の経費及び収支予算書の記載について」に基づき記入してください。
　＊対象外経費については，記載しないようご注意ください。

　＊収入の合計額と支出の合計額が同額となるよう注意してください。
　収支予算書
	増額支援の希望
	有・なし


　　　　　　　

収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	　区　分
	予算額
	内容

	県助成金
自己負担金

当該事業による収入


	１００，０００
４００，０００

２０，０００
	参加費（１０００円×20人）


	　合　計　
	５２０，０００
	


　＊「区分」には、本事業補助金、自己負担等を記入すること

支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	　積算区分
	予算額
	内容

	報償費
旅費
消耗品費
印刷製本費

通信運搬費
保険料

会場使用料

備品購入費
	５０，０００
３０，０００
３０，０００

９０，０００
１５０，０００

１０，０００
９５，０００

５０，０００
	講師1名×１０，０００円×５回
１０００円×5回×６人
画用紙、模造紙、筆記用具

チラシ１５円×６，０００枚
レンタカー，バス，郵送
５００円×１０人×５回
会議室　　　　10回×１，５００円

会場使用料　　８０，０００（4時間）



	総事業費
	５２０，０００
	


　＊「区分」には、別添「助成金の経費及び収支予算書の記載について」に基づき記入してください。
　＊対象外経費については，記載しないようご注意ください。

　＊収入の合計額と支出の合計額が同額となるよう注意してください。
【助成金の経費及び収支予算書の記載について】
１　対象経費
1 報償費：事業実施に必要な講師，専門家等への謝礼
2 旅　費：講師等の不可欠と認められる交通費等
3 消耗品費：材料費等の消耗品購入費
4 印刷製本費：チラシ，ポスター，報告書等の印刷費，
5 通信運搬費：運搬に係る経費，参加者等への書類の郵送代等
6 保険料：行事保険料等
7 使用料・賃貸料：会場使用料，機器類の賃貸料等
8 備品購入費：事業実施のために不可欠と認められる備品
※備品購入費は，原則5万円以内
２　対象外経費
1 飲食費（食事等）　※講師等に不可欠と認められるものは除く
2 商品券等の金券購入費
3 事務所等の家賃や定期駐車場等の賃貸料
4 団体の経常的な運営に要する経費（コピー機・PCリース，光熱費等）
5 当該事業分としての使用が確認できない経費（ガソリン代，電話料等）
6 講師報償費で5万円を超えるもの
7 団体・グループの会員に支払う報償費等
8 選考委員会において事業に適さないと認める経費
【本事業助成金及び自己負担金の記載について】
１　県助成金
　　当事業の助成金は，10万円までですので，10万円以内で記載してください。

２　自己負担金

収支予算書の「収入」に記載する自己負担金とは，収入総額から「当該事業による収入」や「県補助金」など，他からの収入を除いた額のことです。
　　収支予算書には，企画提案を実施するのに必要な経費を記載してください。
※実際には10万円以上の経費がかかるのに，10万円の収支予算書を作成してしまう
団体があります。
　

誓　約　書

当グループ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
は、下記６つの項目すべてに該当します。また、将来においても該当しなくなることはありません。

　この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることとなっても、異議は一切申し立てません。

　

記

１　茨城県内に居住する若者（概ね18歳以上概ね40歳以下）２人以上が中心となって活動する団体・グループ若しくは，県内で活動する女性団体・グループである。
２　個人情報を適切に管理する能力・体制を有する。
３　宗教的活動または政治的活動を主たる目的としない。
４　公序良俗に反する活動を行っていない。
５　国や県などの補助金制度を受けていない。
※大好きいばらき地方創生応援事業を含む
平成29年　　月　　日

住所（又は所在地）：
グループ名及び代表者名：
署名（自署）：
様式第１号





様式第２号





団体名





様式第３号





様式第３号





団体名　いばらき若者セッション実行委員会





記入例





様式第４号








